
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-46 高等学校 理科 生物基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 316 改訂版 生物基礎 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

 

 学習指導要領における目標が達成されるよう，学習指導要領の内容やその取扱いに示され

た事項に準じて編修した。基礎科目として中学校理科とのつながりに配慮するとともに，生

物学に対する関心を深めて学習意欲を高められるようにし，正確な知識を得て社会と適切に

かかわることができるようになるよう，留意して編修した。 

 

２．編修の基本方針 

 

 以下の点を編修の基本方針として，学習者が生物学に興味をもち，幅広い知識や教養を身に

つけられるとともに，「生物と遺伝子」，「生物の体内環境の維持」，「生物の多様性と生態

系」に関して正確に理解できるような教科書を目指した。 

 

(1) 学習内容を正確に理解できるよう，基本的な事項を簡潔に扱うとともに，段階を追って

幅広い知識を身に付けられるような構成とした。 

(2) 生物学が日常生活と深く結びついていることを実感できるよう努めた。また，学習内容

が，ヒトのからだや人間活動とどのように関連しているのかがわかるように配慮し，か

つ学習者の生きる力を育成する内容豊かなものを中心に選定した。 

(3) 探究活動を重視し，まずは身のまわりの生物や生物現象に対して疑問をもつことが，そ

れらを理解し，それらとのかかわり方を知るために必要であることがわかるよう配慮し

た。 

(4) グループ研究（観察＆実験，探究活動）などを通して，コミュニケーションを図ろうと

する態度を育成できる内容となるよう留意した。 

 

 
 
 

３．対照表 

 

 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

生物基礎を学ぶにあたって 

 

 

 

探究活動の進め方 

DNA から身の回りの環境に関すること

まで考えることで，幅広い知識と真理

を求める態度が重要であることがわか

るよう配慮した（第１号）。 

自分で考え，調べ，研究していく態度

や能力を身につけるため，「探究活動

の進め方」を設けた（第 1 号）。 

  6 頁～ 7 頁
 
 
 

  8 頁～ 9 頁



 

第1章 生物の特徴 多様な生物が現存することを学習する

中で，「日本で見られるさまざまな生

物」をコラムとして紹介し，日本の多

様な環境に生息する多様な生物を身近

に感じられるようにした（第５号）。 

観察の材料として自分の口腔内の細胞

や漬物などを扱うことで，学習内容が

生活と深く結びついていることを実感

できるようにした（第２号）。 

 22頁～ 23頁
 
 
 
 
 34頁～ 35頁

第2章 遺伝子とそのはたらき いろいろな生物の DNA の遺伝情報の解

読を扱う中で，それが我々の生活にど

のようにかかわってくるのかがわかる

ように配慮した（第２号）。 

 91頁 

第3章 生物の体内環境 健康や病気に関する事例を取り上げ，

健康なからだを保持することに向き合

う精神を養えるよう配慮するととも

に，学習内容が生活に密接に関連した

ものであることを実感できるようにし

た（第２号）。 

103頁 
116頁 
124頁 
137頁～139頁

第4章 植生の多様性と分布 各バイオームに見られる植物・動物を

多くの写真で紹介することで，豊かな

自然を実感するとともにそれを大切に

する心を育めるよう配慮した（第４

号）。 

164頁～175頁

第5章 生態系とその保全 侵略的外来生物から日本の生態系を守

る目的で制定された「特定外来生物に

よる生態系等に係る被害の防止に関す

る法律」といろいろな特定外来生物を

扱った。また，伝統的な日本の里山と

その保全の重要性を扱った（第５

号）。 

地球温暖化とその対策や干潟の重要性

を示し，生態系の保全に力を入れる態

度を養えるようにした（第４号）。 

探究活動において，外来生物が生態系

に与える影響を自ら調査することによ

り，地域や社会に主体的に関与する態

度を養えるようにした（第３号）。 

200頁 
 
 
 
205頁 
 
 
203頁～204頁
 
 
206頁～209頁

  

 

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

(1) 形式的には，内容を編・章・節に分けて構成し，さらに各節には，項目（1，2，3，

…），小項目（A，B，C，…）ごとに見出しを入れ，本文が整理されて読みやすくなるよ

うに配慮した。 

(2) 「本文」では網羅的・羅列的な扱いを避けるとともに，「脚注」を活用して補足・注意

事項を扱い，簡潔に記述することに努め，できるだけ平易な記述を心がけた。また，中

学で学習した内容との間に断絶がないように注意し，学習がスムーズに進められるよう

にした。 



 

(3) 生徒の興味・関心を高める最新の研究や話題，先人の研究やエピソードなどを随所に

「参考」，「column」として扱った。 

(4) 本文に登場する生物をはじめできるだけ多く写真を取り入れ，興味をもって学習を進め

られるように配慮した。特に，巻末には「この教科書に出てくる生物」「いろいろな特

定外来生物」，「日本の絶滅危惧種」をテーマに，さまざまな生物を 100 点以上の写真

と解説を用いて扱った。また，図版については，本文とあわせて理解を深められるわか

りやすい図解となるよう工夫した。 

(5) 本文では，生活にかかわる自然現象について，観察及び実験を通じて科学的に理解し，

処理する基礎的な能力を養えるように，「観察＆実験」を各章で適宜扱った。また，各

章末には探究活動を入れ，探究の仕方を身に付けられるようにするとともに，発展実験

を提示するなどして，自ら探究する態度を育めるような構成とした。 

(6) 身に付けた知識の定着を図れるよう，各章末には，その章で学習したことを総合的に確

認できるよう，「整理の問題」を設けた。 

(7) 学習指導要領に示されていない内容でも，本文の科学的理解が深まる内容を「発展」と

して扱い，生物や生物現象について本質的な理解ができるよう努めた。 

 

 

  



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-46 高等学校 理科 生物基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 316 改訂版 生物基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

Ⅰ.教科書の特色  
 
(1) 生物や生物現象に関する興味・関心を高め，基本的な概念や原理・法則を理解させ，定

着させるようにした。生命の科学の特質がよく理解できるように教材を精選するととも

に，いろいろな生命現象の相互の関係が関連づけて学習できるように工夫した。また，

理解を助ける図や写真を多用して興味をもって学習が進められるよう配慮し，学習内容

を理解しやすいようにその表現などを工夫した。 

(2) 目的意識をもって観察や実験を行うことで，生物学的に探究する能力と態度を養えるよ

うにした。 

(3) 巻末に「生物図鑑」を扱うなど，資料性を高めた。 

 

Ⅱ.教科書の構成 
 
１．前付 

・生物基礎を学ぶにあたって 

身近な話題から生物基礎の学習内容に触れることで，生物基礎を学習する意義を感じ

取れるようにした。 

・探究活動の進め方 

冒頭に扱い，探究活動を進める上での指針や注意事項を与えた。 

 

２．本文 

全体を 3 編・5 章構成とし，各編・章は，学習指導要領の各大項目・中項目と一致する

ようにした。各章は，複数の節に分けるとともに，以下のような要素で構成した。 

 

(1) 観察＆実験 

本文では，関連する「観察＆実験」を扱

った（全 13 か所）。 

実験や観察を行う上で危険が伴う場合に

は，適宜［注意］を入れ，安全性への配

慮ができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔紙面は実際にはカラー印刷となります（以下同）〕 



 

 

 (2) 参考 

本文をより深く理解するため，本文と

関連する参考となる内容を扱った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) コラム 

日常生活にかかわりのある内容や，本

文での学習内容に対する過去の研究経

緯を取り上げることで，興味・関心を

高められるよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(4) 発展 

学習内容に関連ある興味深い内容を

「発展」として入れ，興味・関心に

応じて取捨選択して学習できるよう

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 問・思考学習 

学習内容を定着させるために，問題

類を扱った。 

問…学習内容を確かめたり，それと

関連して考察させたりする問題

である。 

思考学習…研究の結果を与え，それ

をもとに考察させるもので，生

物学的な思考力の養成をねらっ

たものである。 

 

 

 

 

 
 
 

(6) 探究活動 

各章の学習内容と関連する探究活動をそれぞれの学習場所で扱った（全 5 か所）。各

探究活動では，その目標，予備調査，仮説の設定，実験計画，準備する器具や薬品・

材料などを与え，方法として観察・実験を行う内容を記した。また，結果の記述のし

かたやまとめ方を記し，結果の一例を示したところでは，それに基づく考察の例も示

して，報告書を書くときや発表を行うときに留意すべきことを記述した。さらに，

｢設問｣を随所に入れ，それに対応する内容を［探究への道標］として適宜設けて，生

物学的に探究する方法のうち何を学ぶのか，どういう点に注意すればよいかなどにつ

いて記述した。 



 

 

(7) 整理の問題 

その章の学習の仕上げの問題として扱った。 

 

３．巻末資料 

巻末資料として｢生物図鑑｣を入れ，本文で扱われる生物などを写真と解説で紹介するこ

とで，本文の内容を効果的に学習できるようにするとともに，生物に関する興味関心をも

てるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．対照表 

 

 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 

配当

時数

生物基礎を学ぶにあたって 

探究活動の進め方 

予備学習１  

顕微鏡観察の基本操作 

予備学習２ ミクロメータ 

ーによる測定 

 

(1) 生物と遺伝子 

ウ 生物と遺伝子に関する探究活動

6頁～ 20頁 3 

第1編 生物と遺伝子 (1) 生物と遺伝子   

第1章 生物の特徴 ア 生物の特徴 21頁～ 56頁  

１．生物の多様性と共通性 (ｱ) 生物の共通性と多様性 22頁～ 35頁 5 

２．エネルギーと代謝 (ｲ) 細胞とエネルギー 36頁～ 41頁 2 

３．光合成と呼吸 42頁～ 51頁 4 

探究活動１  

光合成に関する探究 

ウ 生物と遺伝子に関する探究活動 52頁～ 55頁 2 

 第2章 遺伝子とそのはたらき イ 遺伝子とその働き 57頁～ 94頁  

１．遺伝情報とＤＮＡ (ｱ) 遺伝情報とＤＮＡ 58頁～ 65頁 3 



 

２．遺伝情報の発現 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 66頁～ 77頁 4 

３．遺伝情報の分配 

1 細胞分裂と遺伝情報の

分配 

2 分化した細胞の遺伝情

報 

3 DNAの遺伝情報と遺伝

子，ゲノム 

 

(ｲ) 遺伝情報の分配 

 

(ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成

 

(ｱ) 遺伝情報とＤＮＡ 

78頁～ 91頁 5 

探究活動２  

ＤＮＡ模型の作製 

ウ 生物と遺伝子に関する探究活動 92頁～ 93頁 2 

第2編 生物の体内環境の維持 (2) 生物の体内環境の維持   

第3章 生物の体内環境 ア 生物の体内環境 95頁～146頁  

１．体内環境としての体液 (ｱ) 体内環境 96頁～103頁 3 

２．腎臓と肝臓による調節 104頁～113頁 3 

３．神経とホルモン 

による調節 

(ｲ) 体内環境の維持の仕組み 114頁～125頁 4 

４．免疫 (ｳ) 免疫 126頁～141頁 6 

探究活動3 塩分濃度の変化 

が赤血球に与える影響 

イ 生物の体内環境の維持 

に関する探究活動

142頁～145頁 2 

第3編 生物の多様性と生態系 (3) 生物の多様性と生態系   

第4章 植生の多様性と分布 ア 植生の多様性と分布 147頁～180頁  

１．植生とその成り立ち (ｱ) 植生と遷移 148頁～152頁 2 

２．植生の遷移 153頁～161頁 3 

３．気候とバイオーム (ｲ) 気候とバイオーム 162頁～175頁 4 

探究活動4 身近な植生と環 

境とのかかわりの調査 

ウ 生物の多様性と生態系 

に関する探究活動

176頁～179頁 2 

第5章 生態系とその保全 イ 生態系とその保全 181頁～210頁  

１．生態系とその成り立ち (ｱ) 生態系と物質循環 182頁～187頁 2 

２．物質循環と 

エネルギーの流れ 

188頁～193頁 2 

３．生態系の 

バランスと保全 

(ｲ) 生態系のバランスと保全 194頁～205頁 5 

探究活動5 オオクチバス 

の生態についての調査 

ウ 生物の多様性と生態系 

に関する探究活動

206頁～209頁 2 

 計 70
  

 
  



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-46 高等学校 理科 生物基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生基 316 改訂版 生物基礎 

 

ページ 記   述 
類
型

関連する学習指導要領の内容や 
内容の取扱いに示す事項 

25 分子系統樹 1 (1) 生物と遺伝子 ア生物の特徴 
 (ｱ) 生物の共通性と多様性 
「生物が共通性を保ちながら進化し多様化してき
たこと，その共通性は起源の共有に由来すること
を扱うこと。」に関連。 

26 細胞膜の構造 1 (1) 生物と遺伝子 ア生物の特徴 
 (ｱ) 生物の共通性と多様性 29 核の内部構造 1

30 シアノバクテリアの内部構造 1

32 電子顕微鏡で見ることのでき
る真核細胞の共通構造 

1

33 膜に見られる共通構造 1

39 酵素のはたらきと外的条件 1 (1) 生物と遺伝子 ア生物の特徴 
 (ｲ) 細胞とエネルギー 
「酵素の触媒作用やＡＴＰの役割，ミトコンドリ
アと葉緑体の起源にも触れること。」に関連。 

39 カタラーゼのはたらき 2

39 炭酸の生成量と酵素 2

41 酵素の基質特異性－多種類の
酵素が必要な理由－ 

1

45 光合成の過程 1 (1) 生物と遺伝子 ア生物の特徴 
 (ｲ) 細胞とエネルギー 
「呼吸と光合成の概要を扱うこと。」に関連。 

47 呼吸の過程 1

48 酸素を用いず有機物からエネ
ルギーを取り出すはたらき 

1 (1) 生物と遺伝子 ア生物の特徴 
 (ｲ) 細胞とエネルギー 

58 配偶子がつくられる際の細胞
分裂 

1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｱ) 遺伝情報とＤＮＡ 

64 塩基の相補性を支える結合 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｱ) 遺伝情報とＤＮＡ 
「ＤＮＡの二重らせん構造と塩基の相補性を扱う
こと。」に関連。 

67 細胞膜にあるタンパク質のは
たらき 

1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 
「タンパク質の生命現象における重要性にも触れ
ること。」に関連。 

68-69 タンパク質の構造 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 71 遺伝情報とアミノ酸の配列 1

72 転写・翻訳が行われる場所 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 
「転写と翻訳の概要を扱うこと。」に関連。 

73 遺伝暗号表 1

74-75 タンパク質合成の過程 1

77 遺伝情報の変化と形質の変化 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 



 

79 DNAの複製のしくみ 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｲ) 遺伝情報の分配 

80 染色体の構造 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｲ) 遺伝情報の分配 80 原核生物のDNA 1

83 減数分裂とDNA量の変化 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｲ) 遺伝情報の分配 
「細胞周期と関連付けて扱うこと。」に関連。 

84 細胞の分化と遺伝情報 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 
「すべての遺伝子が常に発現しているわけではな
いことにも触れること。」に関連。 

85 細胞の分裂回数と染色体の構
造 

2 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｲ) 遺伝情報の分配 
「細胞周期と関連付けて扱うこと。」に関連。 

87 思考学習 発生の進行とパフ
の位置変化 

1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 
「すべての遺伝子が常に発現しているわけではな
いことにも触れること。」に関連。 

88 発生と遺伝情報の発現 1

89 分化した細胞の遺伝情報につ
いての研究の歴史 

1

90 DNAの非遺伝子領域 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｱ) 遺伝情報とＤＮＡ 
「遺伝子とゲノムとの関係に触れること。」に関
連。 

91 ゲノムの多様性と医療 1

93 コドンの比較 1 (1) 生物と遺伝子 イ遺伝子とその働き 
 (ｳ) 遺伝情報とタンパク質の合成 

102 血液凝固のしくみ 2 (2) 生物の体内環境の維持 ア生物の体内環境 
 (ｱ) 体内環境 
「血液凝固にも触れること。」に関連。 

105 細胞内液の組成とその維持 1 (2) 生物の体内環境の維持 ア生物の体内環境 
 (ｱ) 体内環境 
「体液の成分とその濃度調節を扱うこと。」に関
連。 

110 海水生硬骨魚類の塩分濃度 2

117 神経伝達物質 1 (2) 生物の体内環境の維持 ア生物の体内環境 
 (ｲ) 体内環境の維持の仕組み 121 水溶性ホルモンと脂溶性ホル

モン 
1

130 トル様受容体 1 (2) 生物の体内環境の維持 ア生物の体内環境 
 (ｳ) 免疫 131 炎症のしくみ 2

132 リンパ球の受容体による異物
の認識 

1

133 自己・非自己の認識 1

136 抗体の構造 1

139 花粉症が起こるしくみ 2 (2) 生物の体内環境の維持 ア生物の体内環境 
 (ｳ) 免疫 
「身近な疾患の例にも触れること。」に関連。 

184 被食者-捕食者相互関係 1 (3) 生物の多様性と生態系 イ生態系とその保全
 (ｱ) 生態系と物質循環 185 生産力ピラミッド 1

 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数   46   ） 
 
（「類型」欄の分類について） 

 １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

 ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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